
多機能型事業所　マリオ

～ 令和7年　12月　15日

（対象者数） 25名 （回答者数） 25名

～ 令和7年　12月　15日

（対象者数） 11名 （回答者数）
11名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

信頼関係を保つため、日々コミュニケーションをとる時間、

機会を増やしていく

2

適量をバランスよく提供できるよう個々の様子をみながら調

整していく。

3

引き続き一人ひとりに寄り添いながら支援していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者同士の交流に対するニーズを把握していく。

交流希望者が参加できる行事等を検討していく。

2

保護者様に活動内容が周知できるようホームページのURLを

毎月の予定表などにのせて。紹介をしていく。

3

下校時間が異なり到着時間に差がある。工夫しながら小集団

でもルールを守りながら活動できるよう検討していく。

○事業所名 多機能型事業所　マリオ

○保護者評価実施期間
令和7年　11月　15日

○保護者評価有効回答数

令和7年　11月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

学校授業日の屋外活動 長期休暇での屋外活動は定期的に行えているが、学校授業日で

の屋外活動は少なく課題となっている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の場が作れていない。 保護者会等を希望する人が少なく、保護者会に対するニーズが

把握できていない。

前年度よりも各種取り組み、避難訓練、委員会等に対する周知

ができているが、まだ保護者様のご意見の中にわからないが見

られた。

ホームページ等の周知が弱い。

子どもたちが安心して通所してくれている。子どもたちの状況

を把握し保護者と共通認識できている

日々の活動内容や出来事を連絡ノートで伝える、送迎時に直接

お伝えする。また、必要時に電話やlineを使って写真等で報告

することもある

学校休業日には昼食提供をしており保護者様の負担軽減に繋

がっている。

当日の急な注文にも対応できるよう献立に工夫をしている。味

覚過敏の利用者様もできるだけ安心して食べられるよう個別の

対応を行っている。

出来る限りご家庭の事情に寄り添いながら長期休暇等の調整を

行っている。

保護者様も安定して日常生活が送れることでご利用者様も安心

して過ごせるように配慮する。

事業所における自己評価総括表公表


